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(57)【要約】
【課題】手振れによる誤った操作を低減することができ
る情報処理装置等を提供することを目的とする。
【解決手段】リモコン１０から、決定ボタンが押下され
たことを示すボタン押下情報を受け付ける操作情報取得
部３１と、表示画面２５上に、それぞれ実行可能な機能
が関連付けられる１以上のオブジェクトを表示すると共
に、リモコン１０により指定される位置にポインタを表
示する表示制御部３２と、上記オブジェクトのうち第１
オブジェクトの領域にポインタが含まれた第１時刻（ｔ
１）から予め定められた第１時間経過後（ｔ２）から、
そのポインタが第１オブジェクトの領域から外れた第２
時刻（ｔ３）から予め定められた第２時間経過後（ｔ４
）までの間に、操作情報取得部３１がボタン押下情報を
受け付けた場合に、第１オブジェクトに関連付けられて
いる機能を実行する実行部３３と、を備える。
【選択図】図３
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　決定ボタンを備えるポインティングデバイスを用いて、表示画面に対して行われる操作
を受け付ける情報処理装置であって、
　前記ポインティングデバイスから、前記決定ボタンが押下されたことを示すボタン押下
情報を受け付ける操作情報取得部と、
　前記表示画面上に、それぞれ実行可能な機能が関連付けられる１以上のオブジェクトを
表示すると共に、前記ポインティングデバイスにより指定される位置にポインタを表示す
る表示制御部と、
　前記オブジェクトのうち第１オブジェクトの領域に前記ポインタが含まれた第１時刻か
ら予め定められた第１時間経過後の時刻を始点に、前記ポインタが前記第１オブジェクト
の領域から外れた第２時刻から予め定められた第２時間経過後の時刻を終点にした期間に
、前記操作情報取得部が前記ボタン押下情報を受け付けた場合に、前記第１オブジェクト
に関連付けられている機能を実行する実行部と、を備える、
　情報処理装置。
【請求項２】
　前記実行部は、
　前記第１時刻の前記第１時間経過後から、前記第２時刻の前記第２時間経過後までの間
に、前記操作情報取得部が前記ボタン押下情報を受け付けた場合、さらに、前記ポインタ
が前記第１オブジェクトの領域の境界から予め定めた距離以内にあるときに、前記第１オ
ブジェクトに関連付けられている機能を実行する、
　請求項１に記載の情報処理装置。
【請求項３】
　前記ポインティングデバイスは、さらに角速度を検出する角速度検出部を備え、
　前記操作情報取得部は、前記ポインティングデバイスから、前記角速度を示す角速度情
報と、前記ボタン押下情報とを受け付け、
　前記表示制御部は、前記表示画面上に、前記１以上のオブジェクトを表示すると共に、
前記ポインティングデバイスにより指定される位置として前記角速度情報に応じた位置に
ポインタを表示する、
　請求項１または２に記載の情報処理装置。
【請求項４】
　さらに、
　前記第１時刻と、前記第２時刻とを保持する保持部と、
　前記第１時刻から予め定められた前記第１時間をカウントし、前記第２時刻から予め定
められた前記第２時間をカウントするタイマと、を備える、
　請求項１～３のいずれか１項に記載の情報処理装置。
【請求項５】
　前記実行部は、
　前記表示画面上の前記オブジェクトの領域と前記表示画面上の前記ポインタの位置を取
得する位置取得部と、
　前記第１時刻から前記第１時間経過後に、前記第１オブジェクトに関連づけられている
機能を活性化する機能活性化部と、を備える、
　請求項１～４のいずれか１項に記載の情報処理装置。
【請求項６】
　前記機能活性化部は、さらに、前記第１時刻から前記第１時間経過後に、前記表示制御
部に前記ポインタの色を変化させることで、前記第１オブジェクトに関連づけられている
機能を活性化したことを提示する、
　請求項５に記載の情報処理装置。
【請求項７】
　前記機能活性化部は、前記第１時刻から前記第１時間経過後の間、時間の経過にともな
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って、前記表示制御部に前記ポインタの色を変化させる、
　請求項６に記載の情報処理装置。
【請求項８】
　前記機能活性化部は、さらに、前記第１時刻から前記第１時間経過後に、前記表示制御
部に前記第１オブジェクトの色を変化させることで、前記第１オブジェクトに関連づけら
れている機能を活性化したことを提示する、
　請求項５に記載の情報処理装置。
【請求項９】
　前記機能活性化部は、前記第１時刻から前記第１時間経過後の間、時間の経過にともな
って、前記表示制御部に前記第１オブジェクトの色を変化させる、
　請求項８に記載の情報処理装置。
【請求項１０】
　さらに、前記ポインティングデバイス、前記情報処理装置および前記表示画面を有する
表示装置のうちのすくなくとも１つにスピーカを備え、
　前記機能活性化部は、さらに、前記第１時刻から前記第１時間経過後に、音を前記スピ
ーカに出力させることで、前記第１オブジェクトに関連づけられている機能を活性化した
ことを提示する、
　請求項５に記載の情報処理装置。
【請求項１１】
　前記ポインティングデバイスは、さらに、バイブレーションを行うバイブ機能部を備え
、
　前記機能活性化部は、さらに、前記第１時刻から前記第１時間経過後に、前記バイブ機
能部にバイブレーションを行わせることで、前記第１オブジェクトに関連づけられている
機能を活性化したことを提示する、
　請求項５に記載の情報処理装置。
【請求項１２】
　決定ボタンを備えるポインティングデバイスを用いて、表示画面に対して行われる操作
を受け付ける情報処理装置の情報処理方法であって、
　前記ポインティングデバイスから、前記決定ボタンが押下されたことを示すボタン押下
情報を受け付ける操作情報取得ステップと、
　前記表示画面上に、それぞれ実行可能な機能が関連付けられる１以上のオブジェクトを
表示すると共に、前記ポインティングデバイスにより指定される位置にポインタを表示す
る表示制御ステップと、
　前記オブジェクトのうち第１オブジェクトの領域に前記ポインタが含まれた第１時刻か
ら予め定められた第１時間経過後の時刻を始点に、前記ポインタが前記第１オブジェクト
の領域から外れた第２時刻から予め定められた第２時間経過後の時刻を終点にした期間に
、前記操作情報取得ステップにおいて前記ボタン押下情報を受け付けた場合に、前記第１
オブジェクトに関連付けられている機能を実行する実行ステップと、を含む、
　情報処理方法。
【請求項１３】
　決定ボタンを備えるポインティングデバイスと、
　前記ポインティングデバイスを用いて、表示画面に対して行われる操作を受け付ける情
報処理装置とを備え、
　前記情報処理装置は、
　前記ポインティングデバイスから、前記決定ボタンが押下されたことを示すボタン押下
情報を受け付ける操作情報取得部と、
　前記表示画面上に、それぞれ実行可能な機能が関連付けられる１以上のオブジェクトを
表示すると共に、前記ポインティングデバイスにより指定される位置にポインタを表示す
る表示制御部と、
　前記オブジェクトのうち第１オブジェクトの領域に前記ポインタが含まれた第１時刻か
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ら予め定められた第１時間経過後の時刻を始点に、前記ポインタが前記第１オブジェクト
の領域から外れた第２時刻から予め定められた第２時間経過後の時刻を終点にした期間に
、前記操作情報取得部が前記ボタン押下情報を受け付けた場合に、前記第１オブジェクト
に関連付けられている機能を実行する実行部と、を有する、
　システム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、情報処理装置、情報処理方法、および、そのシステムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、リモコンにジャイロセンサが搭載されたジャイロリモコンが開発されている。例
えば特許文献１では、ユーザがジャイロリモコンを用いることで、ＴＶ（Ｔｅｌｅｖｉｓ
ｉｏｎ）の表示面に向けてリモコン操作を行うことができる技術が開示されている。この
技術によれば、例えば、ユーザは、ジャイロリモコンを手に持って空間的に移動させるこ
とで、表示面に表示されるポインタ（マウスポインタまたはＭＰともいう）の位置を移動
させることができる。ユーザは、表示面に表示されているアイコン等のオブジェクトの領
域内に、ポインタを移動し、ジャイロリモコンに設けられている決定ボタンを押下するこ
とで、オブジェクトに付与されている機能を実行することができる。このように、ユーザ
は、ジャイロリモコンを用いて、リモコン操作を直感的に行うことができる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２００５－１２４３３号公報
【特許文献２】特開平１０－２４０４４５号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかしながら、ユーザが、ジャイロリモコンの決定ボタン押下する際、手振れ等により
、表示面に表示されているオブジェクトの領域内にポインタの位置を維持できず、領域外
に外れてしまう場合がある。つまり、手振れによるポインタの位置のズレで、意図した機
能を実
行できない操作ミスが発生してしまう場合がある。
【０００５】
　さらに昨今のＴＶ等のディスプレイは高精細化が進んでいるため、表示面に多数のオブ
ジェクトが表示されることがある。その場合、隣り合うオブジェクト間の距離が短く、デ
ィスプレイのサイズが小さい場合にはなおさら距離が短くなる。つまり、手振れによるポ
インタの位置のズレで操作ミスがより発生してしまう場合がある。
【０００６】
　ここで、例えば特許文献２には、領域外に外れたポインタの位置をオブジェクトの領域
内の位置に補正する技術が開示されている。しかし、オブジェクトの領域外にあるポイン
タ位置を領域内に補正すると、ポインタの位置が不連続に移動してしまい、ユーザの直感
的な操作感を損ねてしまうなどの弊害が大きいだけでなく、隣り合うオブジェクト間の距
離が短い場合には誤動作を誘引してしまうなどの問題がある。
【０００７】
　そこで、本発明は、上述の事情を鑑みてなされたものであり、手振れによる誤った操作
を低減することができる情報処理装置、情報処理方法および情報処理システムを提供する
ことを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
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　上記目的を達成するために、本発明の一態様に係る情報処理装置は、決定ボタンを備え
るポインティングデバイスを用いて、表示画面に対して行われる操作を受け付ける情報処
理装置であって、前記ポインティングデバイスから、前記決定ボタンが押下されたことを
示すボタン押下情報を受け付ける操作情報取得部と、前記表示画面上に、それぞれ実行可
能な機能が関連付けられる１以上のオブジェクトを表示すると共に、前記ポインティング
デバイスにより指定される位置にポインタを表示する表示制御部と、前記オブジェクトの
うち第１オブジェクトの領域に前記ポインタが含まれた第１時刻から予め定められた第１
時間経過後の時刻を始点に、前記ポインタが前記第１オブジェクトの領域から外れた第２
時刻から予め定められた第２時間経過後の時刻を終点にした期間に、前記操作情報取得部
が前記ボタン押下情報を受け付けた場合に、前記第１オブジェクトに関連付けられている
機能を実行する実行部と、を備える。
【０００９】
　この構成により、例えば、ユーザがポインタを第１オブジェクトの領域内に移動させて
決定ボタンを押下した場合、手振れによりポインタが第１オブジェクトの領域から外れて
しまい第１オブジェクトに関連づけられている機能が実行されないというような無駄なア
クション（空振りの決定ボタンの押下）が減ることになる。さらに、手振れによりポイン
タが第１オブジェクトの領域から外れ、第１オブジェクトとは異なる第２オブジェクトの
領域内に入り、第２オブジェクトに関連づけられている機能が実行されるというような無
駄なアクションも引き起こさなくなる。
【００１０】
　このように、本構成によれば、手振れなどの影響を受けずに有効な操作（アクション）
を行えるので、手振れによる誤った操作を低減することができる情報処理装置を実現でき
る。
【００１１】
　さらに、初心者等は、ポインティングデバイスに慣れるのに時間を要し敬遠されがちで
あるが、上記構成によれば、手振れによる誤った操作を低減できることから、早期に慣れ
ることができるという効果を奏する。
【００１２】
　また、例えば、前記実行部は、前記第１時刻の前記第１時間経過後から、前記第２時刻
の前記第２時間経過後までの間に、前記操作情報取得部が前記ボタン押下情報を受け付け
た場合、さらに、前記ポインタが前記第１オブジェクトの領域の境界から予め定めた距離
以内にあるときに、前記第１オブジェクトに関連付けられている機能を実行する。
【００１３】
　この構成により、安全性を考慮して、手振れによりずれた位置が、第１オブジェクトか
ら適当な範囲の距離以内にある場合にのみ、第１オブジェクトに関連づけられている機能
を実行することができる。
【００１４】
　ここで、例えば、前記ポインティングデバイスは、さらに角速度を検出する角速度検出
部を備え、前記操作情報取得部は、前記ポインティングデバイスから、前記角速度を示す
角速度情報と、前記ボタン押下情報とを受け付け、前記表示制御部は、前記表示画面上に
、前記１以上のオブジェクトを表示すると共に、前記ポインティングデバイスにより指定
される位置として前記角速度情報に応じた位置にポインタを表示するとしてもよい。
【００１５】
　さらに、例えば、前記第１時刻と、前記第２時刻とを保持する保持部と、前記第１時刻
から予め定められた前記第１時間をカウントし、前記第２時刻から予め定められた前記第
２時間をカウントするタイマと、を備えるとしてもよい。
【００１６】
　また、さらに、例えば、前記実行部は、前記表示画面上の前記オブジェクトの領域と前
記表示画面上の前記ポインタの位置を取得する位置取得部と、前記第１時刻から前記第１
時間経過後に、前記第１オブジェクトに関連づけられている機能を活性化する機能活性化



(6) JP 2015-11689 A 2015.1.19

10

20

30

40

50

部と、を備えるとしてもよい。
【００１７】
　ここで、例えば、前記機能活性化部は、さらに、前記第１時刻から前記第１時間経過後
に、前記表示制御部に前記ポインタの色を変化させることで、前記第１オブジェクトに関
連づけられている機能を活性化したことを提示するとしてもよい。
【００１８】
　この構成により、第１オブジェクトに関連づけられている機能が活性化されたことをポ
インタの色の変化によって視覚的にユーザに通知することができる。
【００１９】
　ここで、例えば、前記機能活性化部は、前記第１時刻から前記第１時間経過後の間、時
間の経過にともなって、前記表示制御部に前記ポインタの色を変化させるとしてもよい。
【００２０】
　また、例えば、前記機能活性化部は、さらに、前記第１時刻から前記第１時間経過後に
、前記表示制御部に前記第１オブジェクトの色を変化させることで、前記第１オブジェク
トに関連づけられている機能を活性化したことを提示するとしてもよい。
【００２１】
　この構成により、第１オブジェクトに関連づけられている機能が活性化されたことを第
１オブジェクトの色の変化によって視覚的にユーザに通知することができる。
【００２２】
　ここで、例えば、前記機能活性化部は、前記第１時刻から前記第１時間経過後の間、時
間の経過にともなって、前記表示制御部に前記第１オブジェクトの色を変化させるとして
もよい。
【００２３】
　また、例えば、さらに、前記ポインティングデバイス、前記情報処理装置および前記表
示画面を有する表示装置のうちのすくなくとも１つにスピーカを備え、前記機能活性化部
は、さらに、前記第１時刻から前記第１時間経過後に、音を前記スピーカに出力させるこ
とで、前記第１オブジェクトに関連づけられている機能を活性化したことを提示するとし
てもよい。
【００２４】
　この構成により、第１オブジェクトに関連づけられている機能が活性化されたことを音
によってユーザに通知することができる。
【００２５】
　ここで、例えば、前記ポインティングデバイスは、さらに、バイブレーションを行うバ
イブ機能部を備え、前記機能活性化部は、さらに、前記第１時刻から前記第１時間経過後
に、前記バイブ機能部にバイブレーションを行わせることで、前記第１オブジェクトに関
連づけられている機能を活性化したことを提示するとしてもよい。
【００２６】
　この構成により、第１オブジェクトに関連づけられている機能が活性化されたことを、
ユーザが手に持っているポインティングデバイスを振動させることによってユーザに通知
することができる。
【００２７】
　また、上記目的を達成するために、本発明の一態様に係るシステムは、決定ボタンを備
えるポインティングデバイスと、前記ポインティングデバイスを用いて、表示画面に対し
て行われる操作を受け付ける情報処理装置とを備え、前記情報処理装置は、前記ポインテ
ィングデバイスから、前記決定ボタンが押下されたことを示すボタン押下情報を受け付け
る操作情報取得部と、前記表示画面上に、それぞれ実行可能な機能が関連付けられる１以
上のオブジェクトを表示すると共に、前記ポインティングデバイスにより指定される位置
にポインタを表示する表示制御部と、前記オブジェクトのうち第１オブジェクトの領域に
前記ポインタが含まれた第１時刻から予め定められた第１時間経過後の時刻を始点に、前
記ポインタが前記第１オブジェクトの領域から外れた第２時刻から予め定められた第２時
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間経過後の時刻を終点にした期間に、前記操作情報取得部が前記ボタン押下情報を受け付
けた場合に、前記第１オブジェクトに関連付けられている機能を実行する実行部と、を有
する。
【００２８】
　なお、本発明は、このような特徴的な処理部を備える情報処理装置として実現すること
ができるだけでなく、情報処理装置に含まれる特徴的な処理部が実行する処理をステップ
とする情報処理方法として実現することができる。また、情報処理装置に含まれる特徴的
な処理部としてコンピュータを機能させるためのプログラムまたは情報処理方法に含まれ
る特徴的なステップをコンピュータに実行させるプログラムとして実現することもできる
。そして、そのようなプログラムを、ＣＤ－ＲＯＭ（Ｃｏｍｐａｃｔ　Ｄｉｓｃ－Ｒｅａ
ｄ　Ｏｎｌｙ　Ｍｅｍｏｒｙ）等のコンピュータ読取可能な非一時的な記録媒体あるいは
インターネット等の通信ネットワークを介して流通させることができるのは、言うまでも
ない。
【発明の効果】
【００２９】
　本発明によれば、手振れによる誤った情報の入力を低減することができる情報処理装置
、情報処理方法およびシステムを実現できる。
【図面の簡単な説明】
【００３０】
【図１】情報処理システム１の一例を示す図である。
【図２】実施の形態１におけるリモコンの内部構成の一例を示すブロック図である。
【図３】実施の形態１におけるＳＴＢの構成の一例を示すブロック図である。
【図４】実施の形態１におけるＳＴＢの実行部の詳細構成の一例を示すブロック図である
。
【図５】実施の形態１における表示画面の一例を示す図である。
【図６】実施の形態１における実行部の機能を説明するための図である。
【図７Ａ】オブジェクトの領域とポインタの位置の一例を示す図である。
【図７Ｂ】オブジェクトの領域とポインタの位置の一例を示す図である。
【図７Ｃ】オブジェクトの領域とポインタの位置の一例を示す図である。
【図７Ｄ】オブジェクトの領域とポインタの位置の一例を示す図である。
【図８】オブジェクトの領域とポインタの位置の一例を示す図である。
【図９】実施の形態１における情報処理方法の処理手順の一例を示すフローチャートであ
る。
【図１０】実施の形態１におけるオブジェクトとポインタと表示する表示画面の一例を示
す図である。
【図１１】実施の形態１におけるオブジェクトとポインタと表示する表示画面の一例を示
す図である。
【図１２】実施の形態１におけるオブジェクトの領域とポインタの位置の一例を示す図で
ある。
【図１３】実施の形態２における、機能が活性化（有効化）されるタイミングを視覚的に
通知する方法の一例を示す図である。
【図１４】実施の形態２における、機能が活性化（有効化）されるタイミングを視覚的に
通知する方法の一例を示す図である。
【図１５】実施の形態２における、機能が活性化（有効化）されるタイミングを視覚的に
通知する方法の一例を示す図である。
【図１６】実施の形態２における、機能が活性化（有効化）されるタイミングを視覚的に
通知する方法の一例を示す図である。
【図１７】実施の形態２における、機能が活性化（有効化）されるタイミングを視覚的に
通知する方法の一例を示す図である。
【図１８】実施の形態２における、機能が活性化（有効化）されるタイミングを視覚的に
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通知する方法の一例を示す図である。
【図１９】実施の形態３におけるリモコンの内部構成の一例を示すブロック図である。
【図２０】実施の形態３におけるＳＴＢの構成の一例を示すブロック図である。
【図２１】実施の形態４におけるリモコンの内部構成の一例を示すブロック図である。
【図２２】実施の形態４におけるＳＴＢの構成の一例を示すブロック図である。
【発明を実施するための形態】
【００３１】
　以下、本発明の実施の形態について、図面を用いて詳細に説明する。なお、各図は、必
ずしも各寸法あるいは各寸法比等を厳密に図示したものではない。
【００３２】
　また、以下で説明する実施の形態は、いずれも本発明の好ましい一具体例を示すもので
ある。以下の実施の形態で示される数値、形状、材料、構成要素、構成要素の配置位置及
び接続形態などは、一例であり、本発明を限定する主旨ではない。本発明は、特許請求の
範囲によって特定される。よって、以下の実施の形態における構成要素のうち、独立請求
項に記載されていない構成要素については、本発明の課題を達成するのに必ずしも必要で
はないが、より好ましい形態を構成するものとして説明される。
【００３３】
　（実施の形態１）
　実施の形態１の情報処理装置、情報処理方法および情報処理システムについて、図１～
図１２を基に説明する。
【００３４】
　図１は、情報処理システム１の一例を示す図である。
【００３５】
　図１に示す情報処理システム１は、リモコン１０と、表示画面２５を有する液晶ディス
プレイ２０と、情報処理装置の一例であるＳＴＢ（セットトップボックス）３０とを備え
ている。
【００３６】
　［１－１．リモコン１０の構成］
　図２は、リモコン１０の内部構成の一例を示すブロック図である。
【００３７】
　リモコン１０は、決定ボタンを備えるポインティングデバイスの一例であり、ＳＴＢ３
０を操作するためのリモコンである。ここで、リモコン１０により指定される位置であっ
て表示画面２５内の位置にポインタが表示される。
【００３８】
　リモコン１０は、図１および図２に示すように、少なくとも決定ボタンＢ１を含む複数
のボタンと、角速度検出部１１と、ボタン押下検出回路１２と、送信部１４とを備えてい
る。
【００３９】
　複数のボタンは、リモコン１０の筐体の表面に備えられている。本実施の形態では、リ
モコン１０は、図１に示すように、９個のボタンを備えており、例えばボタンＢ１は決定
ボタンであり、ボタンＢ２は電源ボタンである。
【００４０】
　電源ボタンＢ２は、ＳＴＢ３０の電源のＯＮとＯＦＦとを切り替えるボタンである。
【００４１】
　決定ボタンＢ１は、ユーザが液晶ディスプレイ２０の表示画面２５上のオブジェクトに
関連づけられている機能を実行したい場合に押下されるボタンである。決定ボタンＢ１は
、例えば、ユーザがリモコン１０を用いて液晶ディスプレイ２０の表示画面２５上の第１
オブジェクトの領域内にポインタを移動させ、第１オブジェクトに関連づけられている機
能を実行したい場合に、押下される。
【００４２】
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　なお、決定ボタンＢ１は、ユーザがリモコンを見ずに、液晶ディスプレイ２０の表示画
面のみを見ている状態で操作可能となるように構成されている。例えば、決定ボタンＢ１
の凹み量を他のボタンの凹み量と異ならせるよう構成されるとしてもよいし、決定ボタン
Ｂ１のみに凸部を設ける等されるとしてもよい。
【００４３】
　角速度検出部１１は、角速度を検出するセンサである。より具体的には、角速度検出部
１１は、液晶ディスプレイ２０の表示画面に水平なＸ軸方向（図１参照）の加速度とＹ軸
方向（図１参照）の加速度とを角速度として検出する。図１では、表示画面の横方向をＸ
軸方向、表示画面の縦方向をＹ軸方向としている。さらに、角速度検出部１１は、検出し
た角速度を示す角速度情報を、送信部１４を介してＳＴＢ３０に送信する。
【００４４】
　ボタン押下検出回路１２は、例えば決定ボタンＢ１が押下されたことを検出する。ボタ
ン押下検出回路１２は、決定ボタンＢ１が押下されたことを示すボタン押下情報を、送信
部１４を介してＳＴＢ３０に送信する。
【００４５】
　送信部１４は、ＳＴＢ３０と無線で通信を行うためのインターフェースであり、角速度
情報およびボタン押下情報等の送信を行う。ここで、例えば、無線とは、Ｂｌｕｅｔｏｏ
ｔｈ（登録商標）、ＲＦ４ＣＥ、Ｗｉ－Ｆｉ（登録商標）などであり、無線がＢｌｕｅｔ
ｏｏｔｈ（登録商標）やＷｉ－Ｆｉ（登録商標）である場合には、ＳＴＢ３０と双方向に
送受信しながら、角速度情報およびボタン押下情報等の送信を行う。
【００４６】
　［１－２．液晶ディスプレイ２０の構成］
　液晶ディスプレイ２０は、表示装置の一例であり、後述するＳＴＢ３０からの信号を受
けて、表示画面２５上に、メニュー画面、ボタン画面、チェックボックス画面等を表示す
る。
【００４７】
　［１－３．ＳＴＢ３０の構成］
　図３は、ＳＴＢ３０の構成の一例を示すブロック図である。図４は、ＳＴＢ３０の実行
部の詳細構成の一例を示すブロック図である。図５は、表示画面２５の一例を示す図であ
る。
【００４８】
　ＳＴＢ３０は、情報処理装置の一例であり、決定ボタンＢ１を備えるポインティングデ
バイス（図ではリモコン１０）を手に持ちながら、表示画面２５に対して行われる操作を
受け付ける。
【００４９】
　具体的には、ＳＴＢ３０は、例えば、ＡＮＤＲＯＩＤ（登録商標）を利用可能な装置で
あり、図３に示すように、操作情報取得部３１と、表示制御部３２と、実行部３３と、記
憶部３４と、タイマ３５とを備えている。なお、本実施の形態では、操作情報取得部３１
、表示制御部３２、実行部３３およびタイマ３５は、例えば、本実施の形態の情報処理方
法を実行するコンピュータプログラム（ソフトウェア）を、ＣＰＵ（Ｃｅｎｔｒａｌ　Ｐ
ｒｏｃｅｓｓｉｎｇ　Ｕｎｉｔ）が実行することにより実現される。
【００５０】
　操作情報取得部３１は、決定ボタンＢ１を備えるリモコン１０から、決定ボタンＢ１が
押下されたことを示すボタン押下情報を受け付ける。本実施の形態では、操作情報取得部
３１は、リモコン１０から、角速度を示す角速度情報と、ボタン押下情報とを受け付ける
。例えば、操作情報取得部３１は、リモコン１０から、無線通信により、角速度情報とボ
タン押下情報とを受け付ける。
【００５１】
　表示制御部３２は、表示画面２５上に、それぞれ実行可能な機能が関連付けられる１以
上のオブジェクトを表示すると共に、リモコン１０により指定される位置にポインタを表
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示する。表示制御部３２は、操作情報取得部３１から受け付けた角速度情報に応じて、ポ
インタの表示位置、例えば、ＸＹ座標を適宜設定する。例えば、角速度情報にＸ軸方向の
加速度が含まれる場合は、ポインタを、Ｘ軸方向に、加速度の大きさに応じた距離に移動
させる。角速度情報にＹ軸方向の加速度が含まれる場合は、ポインタを、Ｙ軸方向に、加
速度の大きさに応じた距離に移動させる。言い換えると、ユーザは、リモコン１０の表示
画面に対する角度を変えることにより、ポインタ１０１の位置を移動させることができる
。
【００５２】
　本実施の形態では、表示制御部３２は、表示画面２５上に、１以上のオブジェクトを表
示すると共に、リモコン１０により指定される位置として角速度情報に応じた位置にポイ
ンタを表示する。より具体的には、例えば図５に示すように、表示制御部３２は、表示画
面２５上に、１以上のオブジェクトの一例であるＡボタン～Ｄボタン表示する。また、表
示制御部３２は、Ａボタン～Ｄボタンを表示すると共に、リモコン１０により指定される
位置としてリモコン１０に送信された角速度情報に応じた位置にポインタ１０１を表示す
る。
【００５３】
　実行部３３は、図４に示すように、位置取得部３３１と、機能活性化部３３２と、機能
実行部３３３とを備える。以下、実行部３３の機能について、図６～図８を用いて説明す
る。
【００５４】
　図６は、ＳＴＢ３０の実行部３３の機能を説明するための図である。図７Ａ～図７Ｄ、
図８は、オブジェクトの領域とポインタの位置の一例を示す図である。
【００５５】
　機能実行部３３３は、表示画面２５に表示されるオブジェクトのうち第１オブジェクト
の領域にポインタ１０１が含まれた第１時刻（ｔ１）から予め定められた第１時間経過後
の時刻（ｔ２）を始点に、ポインタ１０１が第１オブジェクトの領域から外れた第２時刻
（ｔ３）から予め定められた第２時間経過後の時刻（ｔ４）を終点にした期間に、操作情
報取得部３１がボタン押下情報を受け付けた場合に、第１オブジェクトに関連付けられて
いる機能を実行する。
【００５６】
　ここで、例えば、第１オブジェクトを、図７Ａ～図７Ｄおよび図８に示すＡボタンとす
る。この場合、図６に示す第１時刻（ｔ１）は、例えば図７Ａに示すＡボタンの領域にポ
インタ１０１ａが含まれた瞬間の時刻であり、図６に示す第２時刻（ｔ３）は、例えば図
７Ｄに示すＡボタンの領域からポインタ１０１ｄが外れた瞬間の時刻である。
【００５７】
　位置取得部３３１は、表示画面２５上のオブジェクトの領域と表示画面２５上のポイン
タ１０１の位置とを取得する。例えば、図７Ａ～図７Ｄおよび図８に示す例では、位置取
得部３３１は、オブジェクトであるＡボタンの領域と、表示画面２５上のポインタ１０１
ａ～ポインタ１０１ｅの位置とを取得する。
【００５８】
　機能活性化部３３２は、例えば図６に示すように、第１時刻（ｔ１）から第１時間経過
後の時刻（ｔ２）に、第１オブジェクトに関連づけられている機能（オプション機能）を
活性化（有効に）する（オプション機能ＯＮとも呼ぶ）。また、機能活性化部３３２は、
第２時刻（ｔ３）から予め定められた第２時間経過後の時刻（ｔ４）に第１オブジェクト
に関連づけられている機能（オプション機能）を不活性化する（オプション機能ＯＦＦと
も呼ぶ）。第１時間は、例えば数百ｍｓ～数ｓｅｃに設定され、第２時間は数百ｍｓに設
定される。
【００５９】
　ここで、例えば第１オブジェクトを、図７Ａ～図７Ｄおよび図８に示すＡボタンとする
と、機能活性化部３３２は、図７Ｂに示すようにＡボタンの領域内にポインタ１０１ｂが
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静止している間は、オプション機能ＯＮを維持している（機能が活性化されている）。ま
た、機能活性化部３３２は、手振れなどにより図７Ｃに示すようにポインタ１０１ｂがポ
インタ１０１ｃと移動してもＡボタンの領域内に留まっていればオプション機能ＯＮを維
持している。さらに、機能活性化部３３２は、手振れなどにより図７Ｄに示すようにＡボ
タンの領域からポインタ１０１ｄが外れてポインタ１０１ｅの位置に移動したとしても、
ポインタ１０１（ポインタ１０１ｄ）がＡボタンの領域から外れた時刻（第２時刻；ｔ３
）から一定時間（第２時間）は、オプション機能ＯＮを維持している。
【００６０】
　このようにして、ユーザがポインタ１０１をボタンＡの領域内に移動させて決定ボタン
Ｂ１を押下した場合において、手振れによりポインタ１０１がボタンＡの領域から外れて
しまいボタンＡに関連づけられている機能が実行されないというような無駄なアクション
（空振りの決定ボタンＢ１の押下）を減らすことができる。
【００６１】
　なお、実行部３３は、第１時刻（ｔ１）の第１時間経過後の時刻（ｔ２）を始点に、第
２時刻（ｔ３）の第２時間経過後の時刻（ｔ４）を終点にした期間に、操作情報取得部３
１がボタン押下情報を受け付けた場合、さらに、ポインタ１０１が第１オブジェクトの領
域の境界から予め定めた距離以内にあるときに限り、第１オブジェクトに関連付けられて
いる機能を実行するとしてもよい。つまり、図８に示すように、ポインタ１０１（ポイン
タ１０１ｄ）がＡボタンの領域から外れた瞬間の時刻（第２時刻；ｔ３）から一定時間（
第２時間）であり、オプション機能がＯＮ（機能が活性化）されているとしても、リモコ
ン１０の決定ボタンＢ１が押下された時のポインタ１０１ｅの位置が情報オブジェクトで
あるボタンＡの領域の境界から予め定めた距離ｄ１内になければ機能を実行しないとして
もよい。このように、ずれたポインタ１０１ｅの位置（距離）が適当な範囲のものかをチ
ェックすることで、他のオブジェクトに関連付けられている機能を実行することを防止す
る等の安全性を考慮することができる。
【００６２】
　記憶部３４は、保持部の一例であり、第１時刻（ｔ１）と、第２時刻（ｔ３）とを保持
する。ここで、記憶部３４は、ＲＡＭ（Ｒａｎｄｏｍ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｍｅｍｏｒｙ）お
よびＲＯＭ（Ｒｅａｄ　Ｏｎｌｙ　Ｍｅｍｏｒｙ）等、任意の記憶回路を用いて構成され
ている。
【００６３】
　タイマ３５は、第１時刻（ｔ１）から予め定められ第１時間をカウントし、第２時刻（
ｔ３）から予め定められた第２時間をカウントする。
【００６４】
　［１－４．ＳＴＢ３０の動作］
　次に、以上のように構成されるＳＴＢ３０の動作について、図９～図１２を用いて説明
する。
【００６５】
　図９は、ＳＴＢ３０で実行される情報処理方法の処理手順の一例を示すフローチャート
である。図１０および図１１は、オブジェクトとポインタと表示する表示画面２５の一例
を示す図である。図１２は、オブジェクトの領域とポインタの位置の一例を示す図である
。ここで、図１０および図１１に示すＡボタン～Ｄボタンは、表示画面２５が表示するオ
ブジェクトである。
【００６６】
　まず、ＳＴＢ３０は、ポインタがオブジェクトの領域内に入ったかどうかを判定してい
る（Ｓ１０１）。図１０に示す例では、機能活性化部３３２は、位置取得部３３１が取得
したＡボタン～Ｄボタンの領域と、ポインタ１０１ｆの位置とに基づいて、ポインタがオ
ブジェクトの領域内に入ったかどうかを判定する。
【００６７】
　次に、ユーザは、リモコン１０を用いてポインタをアクション対応させたいオブジェク
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トがあれば、そのオブジェクトの領域に移動させる。図１０に示す例では、ユーザはリモ
コン１０の姿勢を変化させることで、アクション対応させたいＡボタンの領域に移動させ
る。
【００６８】
　すると、ＳＴＢ３０は、ポインタがオブジェクトの領域内に入ったと判定した場合（Ｓ
１０１でＹｅｓ）、ポインタがオブジェクトの領域内に入った時刻を第１時刻（ｔ１）か
ら一定時間（第１時間）経過したかどうか判定する（Ｓ１０２）。図１０に示す例では、
ＳＴＢ３０は、ポインタ１０１ｇがＡボタンの領域内に入ったと判定した場合、ポインタ
がＡボタンの領域内に入った時刻である第１時刻（ｔ１）を記憶部３４に仮記憶させると
ともに、タイマ３５で時間をカウントする。このようにして、ＳＴＢ３０は、第１時刻（
ｔ１）から一定時間（第１時間）経過したかどうか判定することができる。
【００６９】
　ここで、ＳＴＢ３０は、第１時刻（ｔ１）から一定時間（第１時間）経過していないと
判定する場合には（Ｓ１０２でＮｏ）、さらに、ポインタの位置がオブジェクトの領域内
にあるかどうかを判定する（Ｓ１０３）。ポインタが領域内にあれば（Ｓ１０３でＹｅｓ
）、Ｓ１０２の処理に戻り、ポインタが領域内になければ（Ｓ１０３でＮｏ）、Ｓ１０１
の処理に戻る。
【００７０】
　一方、ＳＴＢ３０は、第１時刻（ｔ１）から一定時間（第１時間）経過したと判定する
場合には（Ｓ１０２でＹｅｓ）、さらに、ポインタがオブジェクトの領域内にあるかどう
かを判定する（Ｓ１０４）。ポインタが領域内にあれば（Ｓ１０４でＹｅｓ）、オプショ
ン機能ＯＮすなわちオブジェクトに関連付けられている機能を活性化（有効化）する（Ｓ
１０５）。なお、ポインタが領域内になければ（Ｓ１０４でＮｏ）、Ｓ１０１の処理に戻
る。
【００７１】
　次に、ＳＴＢ３０は、ユーザによりリモコン１０の決定キーが押下されたかどうかを判
定する（Ｓ１０６）。本実施の形態では、実行部３３は、操作情報取得部３１がリモコン
１０から、決定ボタンＢ１が押下されたことを示すボタン押下情報を受け付けたかどうか
を判定することで、判定する。
【００７２】
　ここで、ＳＴＢ３０は、リモコン１０の決定キーが押下されていない場合には（Ｓ１０
６でＮｏ）、さらに、ポインタがオブジェクトの領域外にあるかどうかを判定する（Ｓ１
０７）。ポインタが領域外にあれば（Ｓ１０７でＹｅｓ）、Ｓ１０１の処理に戻り、ポイ
ンタが領域外でなければ（Ｓ１０７でＮｏ）、オプション機能ＯＦＦすなわちオブジェク
トに関連付けられている機能を不活性化（無効化）して（Ｓ１１３）、Ｓ１０６の処理に
戻る。
【００７３】
　一方、ＳＴＢ３０は、リモコン１０の決定キーが押下されたと判定した場合には（Ｓ１
０６でＹｅｓ）、さらに、ポインタがオブジェクトの領域外にあるかどうかを判定する（
Ｓ１０８）。ポインタが領域外になければ（Ｓ１０８でＮｏ）、アクションを実行すなわ
ちポインタが含まれるオブジェクトの領域に関連付けられる機能を実行する（Ｓ１０９）
。そして、Ｓ１１１に進む。
【００７４】
　なお、Ｓ１０８において、ポインタが領域外にある場合（Ｓ１０８でＹｅｓ）、ポイン
タ１０１がオブジェクトの領域から外れた時刻である第２時刻（ｔ３）から一定時間（第
２時間）経過したかどうか判定する（Ｓ１１０）。そして、第２時刻（ｔ３）から一定時
間（第１時間）経過していないと判定する場合には（Ｓ１１０でＮｏ）、アクションを実
行する（Ｓ１０９）。
【００７５】
　ここで、図１１および図１２を用いて説明すると、Ａボタンの領域内にあるポインタ１
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０１ｇの位置が、ユーザによるリモコン１０の決定ボタンＢ１の押下に伴う手振れにより
、Ａボタンの領域外にあるポインタ１０１ｈの位置にずれてしまった場合でも、ポインタ
がＡボタンの領域から外れた時刻である第２時刻（ｔ３）から一定時間（第２時間）内で
は、ポインタの位置の移動が手振れによるものと判断し、アクションを実行する。なお、
ＳＴＢ３０は、ポインタがＡボタンの領域から外れてしまった時刻である第２時刻（ｔ３
）を記憶部３４に仮記憶させるとともに、タイマ３５で時間をカウントすることで、第２
時刻（ｔ３）から一定時間（第２時間）経過したかどうか判定することができる。
【００７６】
　次に、Ｓ１１０において、ＳＴＢ３０は、第２時刻（ｔ３）から一定時間（第１時間）
経過していると判定する場合には（Ｓ１１０でＹｅｓ）、オプション機能ＯＦＦすなわち
オブジェクトに関連付けられている機能を不活性化（無効化）する（Ｓ１１１）。
【００７７】
　そして、ＳＴＢ３０は、記憶部３４に記憶している第１時刻（ｔ１）および第２時刻（
ｔ３）をクリア（破棄）し（Ｓ１１２）、処理を終了する。
【００７８】
　このように、上記情報処理方法は、決定ボタンＢ１を備えるリモコン１０を手に持ちな
がら、表示画面２５に対して行われる操作を受け付ける情報処理装置であるＳＴＢ３０の
情報処理方法であって、リモコン１０から、決定ボタンＢ１が押下されたことを示すボタ
ン押下情報を受け付ける操作情報取得ステップと、表示画面２５上に、それぞれ実行可能
な機能が関連付けられる１以上のオブジェクトを表示すると共に、リモコン１０により指
定される位置にポインタを表示する表示制御ステップと、上記オブジェクトのうち第１オ
ブジェクトの領域にポインタが含まれた第１時刻（ｔ１）から予め定められた第１時間経
過後の時刻（ｔ２）を始点に、ポインタが第１オブジェクトの領域から外れた第２時刻（
ｔ３）から予め定められた第２時間経過後の時刻（ｔ４）を終点にした期間に、操作情報
取得ステップにおいてボタン押下情報を受け付けた場合に、第１オブジェクトに関連付け
られている機能を実行する実行ステップと、を含む。
【００７９】
　［１－５．効果等］
　以上、本実施の形態の情報処理装置、情報処理方法および情報処理システムによれば、
手振れなどの影響を受けずに有効な操作（アクション）を行えるので、手振れによる誤っ
た操作を低減することができる。例えば、ユーザがポインタ１０１を第１オブジェクトの
領域内に移動させて決定ボタンＢ１を押下した場合、手振れによりポインタ１０１が第１
オブジェクトの領域から外れてしまい第１オブジェクトに関連づけられている機能が実行
されないというような無駄なアクション（空振りの決定ボタンＢ１の押下）が減ることに
なる。さらに、手振れによりポインタ１０１が第１オブジェクトの領域から外れ、第１オ
ブジェクトとは異なる第２オブジェクトの領域内に入り、第２オブジェクトに関連づけら
れている機能が実行されるというような無駄なアクションも引き起こさなくなる。
【００８０】
　さらに、初心者等は、ポインティングデバイスに慣れるのに時間を要し敬遠されがちで
あるが、上記構成によれば、手振れによる誤った操作を低減できることから、早期に慣れ
ることができるという効果を奏する。
【００８１】
　例えば、ポインタ１０１が第１オブジェクトの領域内に入った時刻である第１時刻（ｔ
１）から一定時間（第１時間）経過後に、オプション機能がＯＮ（オブジェクトに関連づ
けられた機能が有効化）される。この一定時間は、数百ｍｓ～数ｓｅｃという一呼吸置く
程度の時間つまり、年配の方を含む初心者等が操作感を損ねるほどの時間ではない。その
ため、第１時刻（ｔ１）から一定時間（第１時間）経過後に、オプション機能がＯＮする
ことは、大変有意義な実行部の機能といえる。
【００８２】
　なお、上述したように、他のオブジェクトに関連付けられている機能を実行することを
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防止する等の安全性を考慮して、手振れによりずれた位置が、第１オブジェクトから適当
な範囲の距離以内にある場合にのみ、第１オブジェクトに関連づけられている機能を実行
するとしてもよい。
【００８３】
　また、ＳＴＢ３０が実行するアプリケーションやＳＴＢ３０のＯＳ（Ｏｐｅｒａｔｉｏ
ｎ　Ｓｙｓｔｅｍ）の内部タイマ等で表示画面２５の画面遷移が起きる場合でも記憶部３
４に仮記憶した情報を全て破棄するとしてもよい。ここで、表示画面２５の画面遷移が起
きる場合とは、例えば、スクリーンセーバーの発動時や各種アプリで定期的、又は不定期
に画面遷移が起こる場合である。
【００８４】
　（実施の形態２）
　実施の形態１では、オブジェクトに関連づけられている機能が活性化（有効化）された
タイミングがユーザには明確にわからなかった。本実施の形態では、機能が活性化（有効
化）されたタイミングをユーザが明確にわかるよう視覚的に通知（提示）する場合の例に
ついて説明する。なお、本実施の形態の情報処理装置、情報処理方法および情報処理シス
テムは、実施の形態１と同様のため、以下では本実施の形態で特有の部分について説明す
る。
【００８５】
　図１３～図１８は、機能が活性化（有効化）されるタイミングを視覚的に通知する方法
の一例を示す図である。
【００８６】
　例えば、表示制御部３２は、図１３に示すように、ポインタがオブジェクトの領域内に
入った第１時刻（ｔ１）から、機能が活性化（有効化）される第１時間経過後の時刻（ｔ
２）になるまで、時間の経過（ｔ１１～ｔ１３）とともに、ポインタの色が濃くなる（ポ
インタを色付けする）としてもよい。そして、第１時間経過後の時刻（ｔ２）になったと
きに、ポインタの枠を変化（図では太枠）させるとしてもよい。もちろん、図１４に示す
ように、時間の経過（ｔ１１～ｔ１３）とともに、ポインタの色が薄くなるとしてもよい
。そして、第１時間経過後の時刻（ｔ２）になったときに、ポインタの枠を変化（図では
太枠を細枠に）させるとしてもよい。
【００８７】
　これにより、ポインタがオブジェクトの領域内に入った第１時刻（ｔ１）から、オブジ
ェクトに関連づけられている機能が活性化（有効化）される第１時間経過後の時刻（ｔ２
）までの一定時間、ユーザにわざわざリモコン１０の操作を意識的に制限（静止等）させ
ることなく、機能が活性化（有効化）されたタイミングをポインタに色づけすることで視
覚的に通知（提示）することができる。
【００８８】
　また、表示制御部３２は、図１５に示すように、ポインタがオブジェクトの領域内に入
った第１時刻（ｔ１）から、機能が活性化（有効化）される第１時間経過後の時刻（ｔ２
）になるまで、時間の経過（ｔ１１～ｔ１３）とともに、オブジェクトの色が濃くなる（
オブジェクトを色付けする）としてもよい。そして、第１時間経過後の時刻（ｔ２）にな
ったときに、オブジェクトの枠を変化（図では太枠）させるとしてもよい。もちろん、図
１６に示すように、時間の経過（ｔ１１～ｔ１３）とともに、オブジェクトの色が薄くな
るとしてもよい。そして、第１時間経過後の時刻（ｔ２）になったときに、オブジェクト
の枠を変化（図では太枠を細枠に）させるとしてもよい。
【００８９】
　また、表示制御部３２は、図１７に示すように、ポインタがオブジェクトの領域内に入
った第１時刻（ｔ１）から、機能が活性化（有効化）される第１時間経過後の時刻（ｔ２
）になるまで、時間の経過（ｔ１１～ｔ１３）とともに、ポインタの枠色の変化領域（図
では、太枠中の点線枠の領域で表現）が増えていくとしてもよい。そして、第１時間経過
後の時刻（ｔ２）になったときに、オブジェクトの枠色が完全に変化（図では点線枠）さ



(15) JP 2015-11689 A 2015.1.19

10

20

30

40

50

せるとしてもよい。このように、第１時刻（ｔ１）から第１時間経過後の時刻（ｔ２）に
かけてポインタの周囲枠の色を切り替えるとしてもよい。
【００９０】
　また、表示制御部３２は、図１８に示すように、ポインタがオブジェクトの領域内に入
った第１時刻（ｔ１）から、機能が活性化（有効化）される第１時間経過後の時刻（ｔ２
）になるまで、時間の経過（ｔ１１～ｔ１３）とともに、ポインタの領域内の色が変化す
る領域（図では、斜線領域が変化する領域）が増えていくとしてもよい。そして、第１時
間経過後の時刻（ｔ２）になったときに、ポインタの色が完全に変化（図では斜線領域に
変化）させるとしてもよい。このように、第１時刻（ｔ１）から第１時間経過後の時刻（
ｔ２）にかけてポインタの色を入れ替えるとしてもよい。
【００９１】
　以上、本実施の形態によれば、ポインタがオブジェクトの領域内に入った第１時刻（ｔ
１）から、オブジェクトに関連づけられている機能が活性化（有効化）される第１時間経
過後の時刻（ｔ２）までの一定時間、ユーザにわざわざリモコン１０の操作を意識的に制
限（静止等）させることなく、機能が活性化（有効化）されたタイミングを視覚的に通知
（提示）することができる。それにより、ユーザは、上記機能が活性化したことを視覚的
に確認し、その後に決定ボタンＢ１の押下などの操作を行うことができる。このようにし
て、ユーザの操作性（ユーザインタフェース）を向上させることができる。
【００９２】
　なお、表示制御部３２は、第１時刻（ｔ１）から第１時間経過後の時刻（ｔ２）になる
まで、時間の経過（ｔ１１～ｔ１３）とともに、ポインタまたはオブジェクトの色を変化
させる場合に限らず、第１時間経過後の時刻（ｔ２）になったときに、ポインタまたはオ
ブジェクトの色を変化させるとしてもよい。具体的には、実行部３３（機能活性化部３３
２）は、第１時刻（ｔ１）から第１時間経過後の時刻（ｔ２）に、表示制御部３２にポイ
ンタまたは第１オブジェクトの色を変化させることで、第１オブジェクトに関連づけられ
ている機能を活性化したことを提示するとしてもよい。
【００９３】
　また、上記では、オブジェクトに関連づけられている機能が活性化（有効化）されたタ
イミングを表示画面２５で視覚的に通知する場合の例について説明したがそれに限らない
。例えば、リモコン１０または液晶ディスプレイ２０に、ＬＥＤや表示管等を備えること
で、機能が活性化（有効化）されたタイミングを視覚的に通知するとしてもよい。
【００９４】
　また、上記では、オブジェクトに関連づけられている機能が活性化（有効化）されたタ
イミングを表示画面２５で視覚的に通知する場合の例について説明したがそれに限らない
。オブジェクトに関連づけられている機能が非活性化（無効化）されたタイミングを表示
画面２５で視覚的に通知するとしてもよい。
【００９５】
　その場合には、例えば、実行部３３（機能活性化部３３２）は、第２時刻（ｔ３）から
第２時間経過後の時刻（ｔ４）に、表示制御部３２にポインタまたは第１オブジェクトの
色を変化させる等、上記に説明した態様で、第１オブジェクトに関連づけられている機能
を非活性化したことを提示すればよい。
【００９６】
　（実施の形態３）
　実施の形態２では、オブジェクトに関連づけられている機能が活性化（有効化）された
タイミングをユーザが明確にわかるよう視覚的に通知する場合の例について説明したが、
視覚的に通知する場合に限らない。機能が活性化（有効化）されたタイミングを聴覚的に
通知するとしてもよい。この場合の例を実施の形態３として説明する。
【００９７】
　図１９は、実施の形態３におけるリモコンの内部構成の一例を示すブロック図である。
図２０は、実施の形態３におけるＳＴＢの構成の一例を示すブロック図である。なお、図
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２および図３と同様の要素には同一の符号を付しており、詳細な説明は省略する。
【００９８】
　図１９に示すリモコン１１０は、実施の形態１に係るリモコン１０に対して、スピーカ
１１５の構成が追加されている点で異なる。同様に、図２０に示すＳＴＢ１３０は、実施
の形態１に係るＳＴＢ３０に対して、スピーカ１３６の構成が追加されている点で異なる
。
【００９９】
　これら構成により、実行部３３（機能活性化部３３２）は、第１時刻（ｔ１）から第１
時間経過後の時刻（ｔ２）に、音をスピーカ１３６またはスピーカ１１５に出力させるこ
とで、第１オブジェクトに関連づけられている機能を活性化したことを提示するとしても
よい。
【０１００】
　なお、上記音は、液晶ディスプレイ２０に備えられているスピーカから発するとしても
よい。
【０１０１】
　以上のように、本実施の形態によれば、リモコン１０、情報処理装置であるＳＴＢ３０
および表示画面２５を有する液晶ディスプレイ２０のうちのすくなくとも１つにスピーカ
を備え、機能活性化部３３２は、第１時刻（ｔ１）から第１時間経過後の時刻（ｔ２）に
、音をスピーカに出力させることで、第１オブジェクトに関連づけられている機能を活性
化したことを提示することができる。
【０１０２】
　それにより、第１時刻（ｔ１）から第１時間経過後の時刻（ｔ２）までの一定時間、ユ
ーザにわざわざリモコン１１０の操作を意識的に制限（静止等）させることなく、機能が
活性化（有効化）されたタイミングを聴覚的に通知することができる。それにより、ユー
ザは、上記機能が活性化したことを聴覚的に確認し、その後に決定ボタンＢ１の押下など
の操作を行うことができる。このようにして、ユーザの操作性（ユーザインタフェース）
を向上させることができる。
【０１０３】
　（実施の形態４）
　実施の形態２および３では、オブジェクトに関連づけられている機能が活性化（有効化
）されたタイミングをユーザが明確にわかるよう視覚的または聴覚に通知（提示）する場
合の例について説明したが、これらの場合に限らない。機能が活性化（有効化）されたタ
イミングを触覚的に通知（提示）するとしてもよい。この場合の例を実施の形態４として
説明する。
【０１０４】
　図２１は、実施の形態４におけるリモコンの内部構成の一例を示すブロック図である。
図２２は、実施の形態４におけるＳＴＢの構成の一例を示すブロック図である。なお、図
２および図３と同様の要素には同一の符号を付しており、詳細な説明は省略する。
【０１０５】
　図２１に示すリモコン２１０は、実施の形態１に係るリモコン１０に対して、バイブ機
能部２１６と送受信部２１４との構成が追加されている。また、図２２に示すＳＴＢ２３
０は、実施の形態１に係るＳＴＢ３０に対して、送信部２３７の構成が追加されている点
で異なる。
【０１０６】
　送受信部２１４は、送信部１４の機能を備え、さらに、ＳＴＢ２３０より、リモコン２
１０のバイブレーションを行うタイミングを示すタイミング情報を受信する。
【０１０７】
　バイブ機能部２１６は、リモコン２１０のバイブレーションを行うための機能を備える
。バイブ機能部２１６は、送受信部２１４が受信したタイミング情報に従って、第１時刻
（ｔ１）から第１時間経過後の時刻（ｔ２）にリモコン２１０を振動させる。
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【０１０８】
　また、送信部２３７は、第１時刻（ｔ１）から第１時間経過後の時刻（ｔ２）をリモコ
ン１０に通知する。
【０１０９】
　これら構成により、実行部３３（機能活性化部３３２）は、第１時刻（ｔ１）から第１
時間経過後の時刻（ｔ２）に、バイブ機能部２１６にバイブレーションを行わせることで
、第１オブジェクトに関連づけられている機能を活性化したことを提示するとしてもよい
。
【０１１０】
　以上のように、本実施の形態によれば、リモコン２１０は、さらに、バイブレーション
を行うバイブ機能部を備え、機能活性化部３３２は、第１時刻（ｔ１）から第１時間経過
後の時刻（ｔ２）に、バイブ機能部２１６にリモコン２１０のバイブレーションを行わせ
ることで、第１オブジェクトに関連づけられている機能を活性化したことを提示すること
ができる。
【０１１１】
　それにより、第１時刻（ｔ１）から第１時間経過後の時刻（ｔ２）までの一定時間、ユ
ーザにわざわざリモコン１１０の操作を意識的に制限（静止等）させることなく、機能が
活性化（有効化）されたタイミングを触覚的に通知することができる。それにより、ユー
ザは、上記機能が活性化したことを触覚的に確認し、その後に決定ボタンＢ１の押下など
の操作を行うことができる。このようにして、ユーザの操作性（ユーザインタフェース）
を向上させることができる。
【０１１２】
　（他の実施の形態）
　以上、本発明の実施の形態に係る情報処理装置、情報処理方法および情報処理システム
について説明したが、本発明は、この実施の形態に限定されるものではない。
【０１１３】
　（１）上記実施の形態１～４では、情報処理装置が、ＡＮＤＲＯＩＤ（登録商標）を利
用可能なＳＴＢである場合を例に説明したが、これに限るものではない。ゲーム機、ある
いは、ＡＶ機器等に適用しても良い。
【０１１４】
　（２）実施の形態１～４では、ポインティングデバイスが、リモコンである場合を例に
説明したが、これに限るものではない。マウス、トラックボール、ジョイスティク等でも
よくユーザが手に持って表示画面２５内の所定の位置にポインタを表示できるものであれ
ばよい。
【０１１５】
　（３）また、上記の各部（操作情報取得部３１、表示制御部３２、実行部３３、記憶部
３４、タイマ３５等）は、具体的には、マイクロプロセッサ、ＲＯＭ、ＲＡＭ、ハードデ
ィスクドライブ、ディスプレイユニット、キーボード、マウスなどから構成されるコンピ
ュータシステムとして構成されても良い。ＲＡＭまたはハードディスクドライブには、コ
ンピュータプログラムが記憶されている。マイクロプロセッサが、コンピュータプログラ
ムに従って動作することにより、各部は、その機能を達成する。ここでコンピュータプロ
グラムは、所定の機能を達成するために、コンピュータに対する指令を示す命令コードが
複数個組み合わされて構成されたものである。
【０１１６】
　さらに、上記の各部を構成する構成要素の一部または全部は、１個のシステムＬＳＩ（
Ｌａｒｇｅ　Ｓｃａｌｅ　Ｉｎｔｅｇｒａｔｉｏｎ：大規模集積回路）から構成されてい
るとしても良い。システムＬＳＩは、複数の構成部を１個のチップ上に集積して製造され
た超多機能ＬＳＩであり、具体的には、マイクロプロセッサ、ＲＯＭ、ＲＡＭなどを含ん
で構成されるコンピュータシステムである。ＲＡＭには、コンピュータプログラムが記憶
されている。マイクロプロセッサが、コンピュータプログラムに従って動作することによ
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り、システムＬＳＩは、その機能を達成する。
【０１１７】
　さらにまた、上記の各部を構成する構成要素の一部または全部は、各装置に脱着可能な
ＩＣカードまたは単体のモジュールから構成されているとしても良い。ＩＣカードまたは
モジュールは、マイクロプロセッサ、ＲＯＭ、ＲＡＭなどから構成されるコンピュータシ
ステムである。ＩＣカードまたはモジュールは、上記の超多機能ＬＳＩを含むとしても良
い。マイクロプロセッサが、コンピュータプログラムに従って動作することにより、ＩＣ
カードまたはモジュールは、その機能を達成する。このＩＣカードまたはこのモジュール
は、耐タンパ性を有するとしても良い。
【０１１８】
　また、本発明は、上記に示す方法であるとしても良い。また、本発明は、これらの方法
をコンピュータにより実現するコンピュータプログラムであるとしても良いし、上記コン
ピュータプログラムからなるデジタル信号であるとしても良い。
【０１１９】
　さらに、本発明は、上記コンピュータプログラムまたは上記デジタル信号をコンピュー
タ読み取り可能な非一時的な記録媒体、例えば、フレキシブルディスク、ハードディスク
、ＣＤ－ＲＯＭ、ＭＯ、ＤＶＤ、ＤＶＤ－ＲＯＭ、ＤＶＤ－ＲＡＭ、ＢＤ（Ｂｌｕ－ｒａ
ｙ（登録商標）　Ｄｉｓｃ）、半導体メモリなどに記録したものとしても良い。また、こ
れらの非一時的な記録媒体に記録されている上記デジタル信号であるとしても良い。
【０１２０】
　また、本発明は、上記コンピュータプログラムまたは上記デジタル信号を、電気通信回
線、無線または有線通信回線、インターネットを代表とするネットワーク、データ放送等
を経由して伝送するものとしても良い。
【０１２１】
　また、本発明は、マイクロプロセッサとメモリを備えたコンピュータシステムであって
、上記メモリは、上記コンピュータプログラムを記憶しており、上記マイクロプロセッサ
は、上記コンピュータプログラムに従って動作するとしても良い。
【０１２２】
　また、上記プログラムまたは上記デジタル信号を上記非一時的な記録媒体に記録して移
送することにより、または上記プログラムまたは上記デジタル信号を、上記ネットワーク
等を経由して移送することにより、独立した他のコンピュータシステムにより実施すると
しても良い。
【０１２３】
　さらに、上記実施の形態及び上記変形例をそれぞれ組み合わせるとしても良い。
【産業上の利用可能性】
【０１２４】
　本発明は、情報処理装置、情報処理方法、および、情報処理システムに利用でき、特に
、リモコン、マウス、トラックボールまたはジョイスティクなどのポインティングデバイ
スをユーザが手に持ちながら、表示画面に対して行われる操作を受け付ける情報処理装置
、情報処理方法、および、情報処理システム等に利用できる。
【符号の説明】
【０１２５】
　１　情報処理システム
　１０、１１０、２１０　リモコン
　１１　角速度検出部
　１２　ボタン押下検出回路
　１４　送信部
　２０　液晶ディスプレイ
　２５　表示画面
　３０、２３０　ＳＴＢ
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　３１　操作情報取得部
　３２　表示制御部
　３３　実行部
　３４　記憶部
　３５　タイマ
　１０１、１０１ａ、１０１ｂ、１０１ｃ、１０１ｄ、１０１ｅ、１０１ｆ、１０１ｈ　
ポインタ
　１１５、１３６　スピーカ
　２１４　送受信部
　２１６　バイブ機能部
　２３７　送信部
　３３１　位置取得部
　３３２　機能活性化部
　３３３　機能実行部

【図１】 【図２】

【図３】
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